
（別紙様式）                                                                             （Ａ３判横） 

令 和 ７ 年 度 学 校 自 己 評 価 シ ス テ ム シ ー ト （ 県立浦和第一女子高等学校 ）  
 

目 指 す 学 校 像 
 世界で活躍できる知性と教養、逞しさを備え、社会に貢献する高い志を持った 

魅力あるリーダーを育成する女子高校 
      

※学校関係者評価実施日とは、

最終回の学校評価懇話会を開催

し、学校自己評価を踏まえて評

価を受けた日とする。 

       
達 

成 

度 

Ａ ほぼ達成(８割以上)   

重 点 目 標 

１ グローバルな視点で学びを支援し、自ら進路を切り拓く一女生を育成する。 

２ 部活動や学校行事などを通して、何事にも主体的に取り組む一女生を育成する。 

３ 外部連携を一層推進するとともに、一女の教育活動を積極的に発信する。 

 Ｂ 概ね達成(６割以上)   出席者 

学校関係者     ８名 

生徒        ２名 

事務局(教職員)  １２名 

 Ｃ 変化の兆し(４割以上)   

 Ｄ 不十分(４割未満)   

   ※ 重点目標は３つ以上の設定も可。重点目標に対応した評価項目（年度達成目標を意味する。）は複数設定可。 

   ※ 番号欄は重点目標の番号と対応させる。評価項目に対応した「具体的方策、方策の評価指標」を設定。 
         

学 校 自 己 評 価  学 校 関 係 者 評 価 

年 度 目 標 年 度 評 価 （  ２ 月 １ 日  現 在 ）  実施日 令和８年２月２１日 

番号 現状と課題 評価項目 具体的方策 方策の評価指標 評価項目の達成状況 達成度 次年度への課題と改善策  学校関係者からの意見・要望・評価等  

１ 

授業については、十分な教材研究に裏打

ちされた内容で成果を上げているが、高い

志を維持できる指導力の向上や、指導内容

の精選等を進める必要がある。 

大規模改修の実施に伴い、施設面で教科

等の学習活動に一定期間の制約が生じる

中、安心して学習のできる環境維持が必要

となる。 

 

 

本校の進路指導の方針について、教員全

体での共有のみならず、引き続き保護者の

理解と協力が促進されるよう取り組む必要

がある。 

 

 

 

 

 

 

 

国際交流、探究活動については、多面的

に取り組んでおり充実しているが、取組の

工夫や一層の周知等が必要である。 

①学びの転換

を促し、主

体的であき

らめない姿

勢を育む指

導を行う。 

ａ 一人一台端末の授業等における効果的

な活用を全校で共有する。 

ｂ 予習→授業→復習の黄金ｻｲｸﾙを軸とし

た学習習慣の確立を図る取組を行う。 

ｃ 指導方法、評価方法等について組織的

に検討を進める。 

ア 一人一台端末を活用した授業の工夫

を行った教員 100% 

イ 自主学習定着に向けた取組実施状況 

 

ウ 教科指導に関するアンケート項目の

肯定的回答９割以上 

例年と異なり工事と並行しての状況下でも、各教科で臨機応変に
対応し、分かりやすい授業を実感させることができた 
・学習習慣の確立を目指した教科指導の実施割合 100%、生徒自ら

計画的に学習に取り組むよう工夫した割合 100%【教】 

・分かりやすい授業だと感じている割合 92.8%【生】､86.6%【保】 

・一人一台端末活用の肯定的な回答 74.4%【教】 

・1年生の 86.5%が ICT の活用に肯定的な回答【生】 

・教科内で指導方法･評価方法等についての組織的な検討に対する

肯定的な回答 93.6%【教】 

Ｂ 

 生徒の学びの転換を促し、自

主学習の定着に向けた取組は継

続的に実践されている。新教育

課程の完成年度を迎え、各教科

では効果を上げるために指導方

法や評価方法について組織的に

検討を進めているところであ

る。一人一台端末については、

今年度、全県的なネットワーク

切替時期と重なり、教員側にも

状況を注視する必要があったた

め、全県的な整備完了以降は、

改めて効果的な活用に取り組む

ことが必要。 

  

 進路指導については生徒・保

護者からの評価は高い割合で維

持されている。次年度もさらな

る向上を目指し、本校の進路指

導の在り方を全職員で共有して

いくことが必要。 

 

 国際交流・探究学習は効果的

に実施され充実しているが、物

価高騰などの影響を強く受けて

いる。持続可能な方策の検討が

急務。 

 

・授業改善への取組及び組織的な

進路指導については、個に応じ

た観点で行われ、有意義な結果

になっていると感じる。 

・生徒・保護者とも授業が分かり

やすいとのアンケート回答割合

が高く、授業の質の高さを感じ

る。 

・一人一台端末活用については、

今後の更なる活用を期待する。 

・探究的な学習を各教科の中でも

行っており、今後の生活に力強

く生かされると感じた。 

・この数年、黒板に映像を投影し

ながらの授業を授業公開の際に

見てきたが、年々、授業が上手

に、スムーズになっていると感

じる。 

・指導の在り方などを教員間で共

有することについて、更なる試

みを期待する。 

・国際交流や探究活動も、アンケ

ート結果から充実していたこと

がうかがえる。 

②高い志と誇

りを育み実

現する組織

的な進路指

導に全校を

挙げて取り

組む。 

ａ 本校の進路指導の在り方を全職員で共

有する取組を実施する。 

ｂ 安心･安全な環境の下、生徒同士で切磋

琢磨できる場を提供し、集団意識を醸成

する。 

ｃ 将来を見据えた高い志を育み、生徒・

保護者の意識啓発を図る。 

ア 指導の在り方等共有の取組実施状況 

 

イ 生徒が共に学ぶ学習環境の設定状況 

 

ウ 生徒に高い志を育ませる取組の状況 

エ 共通テスト６教科受験率の状況 

オ 保護者への啓発等の実施状況 

高い志を育み実現する進路指導の遂行と共に、保護者に対しても
各学年で全体及び個別に指導方針の認識共有を進めてきた 
・実態を踏まえた指導の在り方等について、職員会議等での定期

的な共有、学年別の定期的な共有の機会を設けた 

・休業土曜日の教室開放はもとより、工事期間中においても受験

に向けた学習を教室で行える環境を維持した 

・進路だよりを３年間で 39 号発行、この他生徒相互の集団意識醸

成のための配布物を３年間で 26号発行(1/24 まで) 

・東大見学会参加生徒 91名、麗風セミナー開催７回（△2） 

・共通テスト６教科受験率は 79%で、約８割を維持 

・進路指導に対する肯定的な回答 76.0%【保】 

Ａ 

③本校の目指

す人材育成

に繋がる探

究的な学び

を 提 供 す

る。 

ａ 外部機関と連携を強化する。 

ｂ 学習活動を通じて主体性や課題解決型

の知識・思考力を伸長する 

ｂ SSH活動を中心とする STEAM教育を展開

する。 

ｃ 海外派遣・受入事業を実施する。 

ア 外部機関との連携状況 
イ 総合的な探究の時間の実施状況 
ウ 国際交流の実施状況 

エ ＳＳＨに係るアンケート項目の肯定
的回答９割以上 

オ 国際交流等に関するアンケート項目

の肯定的回答９割以上 

探究学習・国際交流いずれも充実した内容で実施でき、台湾修学
旅行の学校間交流も次年度以降に繋がる成果を得ることができた 

・探究学習で西村あさひ法律事務所･三菱東京 UFJR＆C と連携 

・SSH に関して肯定的な回答 95.5%【生】 

・ﾍﾞﾄﾅﾑﾌｨｰﾙﾄﾞﾜｰｸ生徒 19名参加、ｲｷﾞﾘｽ研修 30名参加予定 

・国際交流に関して肯定的な回答【生】84.8% 

Ａ 

２ 

 部活動は、生徒が主体的に取り組み活性

化しているが、引き続き学業と両立しなが

ら持続的に取り組める環境整備が肝要であ

る。学校行事も高い評価を得ているが、大

規模改修に伴う円滑な対応が必要となる。 

 

外部連携も含めた組織的教育相談体制は

整備されているが、引き続き適時適切な対

応ができるよう取り組む必要がある。 

① 円 滑 な 運

営・実施の

ため持続可

能な体制を

整備する。 

ａ 生徒が意欲的に取り組める部活動運営
を行う。 

ｂ 将来にわたり持続可能な部活動運営の
在り方について検討する。 

ｃ 安心･安全な環境の下､生徒が主体的に

取り組める学校行事を行う。 

ア 部活動・学校行事に関するアンケー

ト項目の肯定的回答９割以上 

イ 部活動運営の在り方についての検討

状況 

ウ 学校行事の実施状況 

大規模改修工事の影響を受けつつも、関係分掌･部顧問等の臨機応
変な対応及び生徒の主体的な取組により活性化することができた 

・例年と異なり、文化祭と体育祭の時期を逆にして実施した 

・肯定的回答:学校行事 95.6%､部活動 98.1【生】 

・後援会会計と連動した将来課題に係る校内検討に着手した 

Ａ 

 部活動や学校行事等はいずれ

も活発だが、来年度以降も時期

や場所、予算等の諸課題を踏ま

えた丁寧な対応が必要。さら

に、指導教員の業務偏重への留

意と、生徒保護者との間での理

解協力関係が一層重要となる。 

 組織的相談体制に加え、緊急

支援を要する状況発生時の迅速

な初期対応が引き続き重要。 

 

・個々の生徒を大切にした対応や

支援の状況を随所に感じる。 

・大規模改修工事の中で立派な成

果を上げたことに敬意を表す

る。個人の努力ではいかんとも

し難い状況は、将来も起こるこ

とであり、生活条件が異なると

きの対応は、より成長を促進す

るものと考える。 

・緊急対策チームはどのように運

用され、成果を上げたのか。 

②組織的な教

育相談体制

を機能的に

運営する。 

ａ スクールカウンセラーとの連携を組織

的に行う 

ｂ 支援等の必要な生徒に係る情報共有

を、全体で迅速に行う。 

ア スクールカウンセラーの活用状況 

イ 支援を必要とする生徒の情報の組織

的共有状況 

組織的教育相談体制が確立され円滑に運用することができた 

・生徒のスクールカウンセラー相談件数は 28件 ※1/26時点 

・今年度より全校で発足した、緊急的に支援行動を行うための緊

急対策チームについても機能的に運用できた 

Ａ 

３ 

保護者向け情報発信は多面的で充実して

いるが、進路指導方針や各教育活動等につ
いて引き続き理解・協力が進むための工夫
が必要である。 

中学生とその保護者に対しては、女子校
の魅力をＰＲする新たな取組、あるいは学
校としてＰＲできる材料が必要である。 

 
外部機関との連携は、一方通行ではない

良好な協働関係のもと推進できるよう取り

組む必要がある。 

①ニーズに応

え、有益で

質の高い情

報発信を継

続 し て 行

う。 

ａ 各教育活動を幅広くＨＰで取り上げ、

多面的に魅力を発信する。 
ｂ 一斉メール配信による保護者への情報
発信を増強する。 

ｃ 学校説明会では、女子校の魅力や本校
としてＰＲできる内容の工夫を図る。 

ｄ 外部説明会等へ積極的に関わる。 

ア ＨＰのアクセス回数７０万回以上、

更新回数３００回以上 

イ 一斉メールを用いた情報発信の状況 

ウ 学校説明会の実施状況 

エ 外部の説明会等への参加状況 

ニーズを意識した発信や､新規説明会開催等､発信力を強化できた 

・HP アクセス数 76 万回、更新 358 回 ※ 1/26 時点 

・中学生への魅力発信の一環で公式インスタグラムを開始 

・保護者への一斉メールは、1/26迄で昨年と同程度の 83 件配信 

・学校説明会５回､ミニ説明会４回、小学生対象説明会１回実施し

1,546 組(△136)の生徒・保護者が来校 

・塾関係者対象説明会を新規で２回開催し、約 70 名参加 

Ｂ 

 ＨＰ、一斉メール、紙媒体等

を活用した情報発信は新たな試

みも交えながら積極的に実施。 

 学校説明会等では参加者の評

価は高い。中学生には、まず学

校に足を運んでもらえるよう情

報発信に更なる工夫が必要。 

 

 外部からの連携依頼は多い

が、校務とのバランス等を勘案

しながら対応することが必要。 

 

・情報発信の必要性は益々高まっ

ている。特に塾関係者の口コミ

は具体的で、保護者へのアピー

ル度が高いと思われる。 

・学校説明会は、「当日枠」があ

ると、中学校の部活動で雨天の

際など参加できるようになる。 

・従来の広報活動に加えて新規の

取組により、一女への関心が高

まっていると思うが、その分、

教員の負担も大きくなっている

のではないか。 

②外部との連

携を見直し

強化する。 

ａ 地域や外部機関との連携を精選・重点

化し進める。 
ｂ 麗風セミナー等、ＯＧ協力事業の実施
により、生徒の意識啓発に繋げる。 

ア 外部機関と連携した行事の実施状況 

イ ＯＧを活用した行事等の実施状況 
各機関とは一方通行ではない協働関係を念頭に連携に取り組んだ 

・浦和コミセン・南公民館・近隣小学校等との連携行事を実施 

・麗風セミナー、進路懇談会、東大見学会、東北大ラボツアー、 

京都大学女子高生応援大使事業等、ОＧを活用した行事を実施 

Ａ 

 

                                                   【保】保護者アンケート【生】生徒アンケート【教】教員アンケートにおける回答率を示す 


